



本論文は 6 つの章から構成されており、第 1 章では研究の概要がまとめられ、第
2 章では研究の背景と目的が明確に述べられている。第 3 章では、運動時の TLR5 機
能解析、第 4 章では TLR5 遺伝子欠損マウスを用いた、内臓脂肪蓄積型肥満の自発運
動習慣による予防効果が腸内細菌の変化によってもたらされる可能性について検討
されている。第 5 章では得られた成果、ならびに今後の展望、第 6 章で研究総括が
記述されている。本論文では、自然免疫として重要な機能を果たす Toll 様受容体 
(Toll-like receptors : TLRs) の中でも、鞭毛を構成するタンパク質フラジェリン
を認識し、免疫系を腑活化させる TLR5 と健康づくりに欠かせない運動習慣との関連
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や強度の検討）などには不十分な点が認められたが、本論の内容に直接的に大きく
影響するものではなく、今後の課題として期待すべき事柄であろう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
